
 

様式第３号  

案 件 名  第３次豊川市男女共同参画基本計画（案） 

意見等の募集期間 令和３年１月２１日 （木曜日 ）から令和３年２月１９日 （金曜日 ）まで  

結 果 の 概 要  

１ 人数 ３人 

２ 件数 ２３件 

  意見等の提出方法  

 提出方法 人 数（人） 件 数（件）  

 直接持参 ０ ０  

 郵  便 ０ ０  

 ファクシミリ ０ ０  

 電子メール ３ ２３  

 合  計 ３ ２３  

 

意見募集結果に

関する資料  

第３次豊川市男女共同参画基本計画（案）の意見募集結果と市の

考え方  

※公表する資料は、下記のお問い合わせ先で閲覧することもできます。 

公 募 時 に 

公 表 し た 資 料  

１   第３次豊川市男女共同参画基本計画（案）の概要版  

２   第３次豊川市男女共同参画基本計画 (案 ) 

 

テキスト版資料へ 

テキスト版資料は、視覚障害のある方などで、音声読み上げソフトを使って

閲覧される方のために、図、表、写真等を控えて作成したページです。  

お問い合わせ先  

豊川市諏訪 1 丁目 1 番地  

 豊川市役所市民部人権交通防犯課人権推進係  

 電話  ０５３３－８９－２１４９ 

※お問合せの時間は、土曜・日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日～1 月

3 日）を除く日の午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分です。 
 テキスト版資料  

１  第３次豊川市男女共同参画基本計画（案）の概要版  

２  第３次豊川市男女共同参画基本計画 (案 ) 



 

第３次豊川市男女共同参画基本計画（案） 

の意見募集結果と市の考え方 

提出された意見等の要旨、意見等に対する市の考え方は次のとおりです。 

なお、単に賛否の結論だけを示した意見、第三者を誹謗中傷するもの等につ

いてはその内容を公表せず、意見等に対する市の考え方は示しません。 

項目：計画全体に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

１ 
男女共同参画に関する市民意識調

査、事業所意識調査のみだけでなく、
性犯罪の実態調査、ＤＶの実態調査な
どの関係機関のデータも参考に計画を
作成することを提案する。 
 

本計画は、市民や市内の事業所を対象とし
た意識調査を元に本市の現状を把握し、その
現状に沿った計画を策定しております。本計
画案の修正はありませんが、ご意見は、今後
の計画作成において参考とさせていただきま
す。 

項目：計画の策定や位置づけに関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

２ 
P.2 計画の位置づけに、ＳＤＧｓの

目標５「ジェンダー平等を実現しよう 
ジェンダー平等を達成し、すべての女
性と女児のエンパワーメントを図る」
と追加で記述を提案する。 
 

 P.2 計画の位置づけは、ＳＤＧｓを意識し
て策定することを示しており、ジェンダー平
等の視点については、P.11 計画の基本的な
考え方に記載しております。 
  
また、ＳＤＧｓの図表は、現計画案より図

表全体的に拡大し記載し、より見やすく修正
します。 
 

３ 
ＳＤＧｓの図表のうち、５のゴール

を他より大きく示し強調することを提
案する。 

項目：計画の基本的な考え方に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

４ 
将来像や基本目標１において、第２次基本

計画で使用されていた「ジェンダー」を「ジ
ェンダー平等」と言い換えた理由の教えてほ
しい。 

 計画全体において、本計画案は、国の計画
などを踏まえて作成しており、「ジェンダー」
を「ジェンダー平等」に言い換えてはおらず、
ともに本計画上で使用しております。 

５ 
重点的な取組の（１）男女双方の意識改革、

理解の促進において、文章中の「固定概念」
は、「固定観念」のほうが正しいのでないか。 
また、「固定観念（ジェンダー・バイアス）」

とすることを提案する。 
 

ご意見を踏まえ、「固定観念」に修正いたし
ます。 
 

 また、「ジェンダー・バイアス」につきまし
ては、国や県の計画にその文言の掲載がなく、
整合性を図るため修正はありませんが、今後
の計画策定において参考とさせていただきま
す。 



 

項目：基本施策に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

６ 
第３章の基本施策①～㉒において、

担当課の一括表記でなく、統括責任部
署とその役割の記載を提案する。 
 

現行計画では、施策の概要、個別事業、そ
の担当課を記載しておりましたが、本計画案
では、今後計画を進めていく上で、柔軟な事
業の実施や見直しが図れるよう、各基本施策
の内容や担当課をまとめて示しております。 
 

項目：広報・啓発に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

７ 
基本施策①に「『ジェンダー・バイ

アス』の気付きを促すための広報・啓
発をします。」を追加することを提案
する。 

「基本施策①男女共同参画推進のための広
報・啓発の一層の推進」では、ジェンダーに
よる固定的性別役割分担意識といった固定観
念を生じさせないように、広報活動を始めと
した各種啓発事業に取り組むこととしており、
すでに本計画案に盛り込んでいるものと考え
ております。 
 

項目：保育園、小・中学校に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

８ 
基本施策④の「小・中学校の実情に

応じて混合名簿を取り入れ」を、「小・
中学校では混合名簿を基本とし、実情
に合わせて男女別名簿の使用も行う」
とすることを提案する。 

市内の小中学校の実情を踏まえて、次代を
担う子どもが男女共同参画への理解を深め、
個人としての能力を活かした選択ができるよ
うに施策を進めてまいりたいと思います。ご
意見につきましては、今後の施策の参考とさ
せていただきます。 

９ 
男女共同参画についての理解は実

践活動を通じて行ってほしい。たとえ
ば、生徒中心の検討委員会を作り、校
則の見直しをはかるなど。 

 

１０ 
自由に意見が言える学校作りを目

標に加えてほしい。 
 

１１ 
中学校でも誰もが居心地よく暮らせ

るように、「小中学校では、男女共同
参画を考慮した服装を選択できるよう
にします。」を基本施策に追加してほ
しい。 

 

 

 

 



 

項目：女性活躍推進に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

１２ 
基本施策⑤について、「積極的改善

措置（ポジティブ・アクション）」を
職場に焦点を絞った理由を教えてほし
い。 
 

 男女共同参画社会実現において、「積極的改
善措置（ポジティブ・アクション）」は、本市
としても社会全体で取り組む課題として認識
しております。本計画案の基本目標②は、女
性活躍推進法に基づいた計画であることから、
職場における「積極的改善措置（ポジティブ・
アクション）」を促進していくとし、基本施策
⑤に記載しました。 
 

１３ 
市役所における女性の幹部登用に

ついての現状と数値目標を知らせてほ
しい。 

市役所における女性の幹部登用につきまし
ては、豊川市特定事業主行動計画にて、女性
職員の登用拡大の目標等が定められており、
「女性活躍推進法第 21 条に基づく女性の職
業選択に資する情報の公表」が毎年されてお
ります。 
 

１４ 
基本施策⑩について、審議会等委員

の女性比率を４０％以上にした理由、
５０％でない理由の公表を要望する。
また、「審議会等委員の女性比率を４
０％以上に」の「審議会委員等」の前
に「すべての」を付け加えることを提
案する。 

 

市町村の男女共同参画基本計画は、男女共
同参画社会基本法第１４条第３項において、
「男女共同参画基本計画及び都道府県男女共
同参画計画を勘案して、当該市町村の区域に
おける男女共同参画社会の形成の促進に関す
る施策についての基本的な計画」と位置づけ
られています。したがって、愛知県の男女共
同参画計画との整合性を図るため、現在愛知
県で策定中である「あいち男女共同参画プラ
ン 2025（仮称）（案）」において、市町村の審
議会等に占める女性委員の割合の目標数値が
４０％以上６０％以下と示されているため、 
本市の現状を踏まえ４０％としております。 
 
 また、本計画案の修正はありませんが、該
当するすべての審議会等委員の女性比率が目
標達成できるよう、努めてまいります。 
 

項目：子育てに関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

１５ 
基本施策⑮について、ＤＶや児童虐

待の予防のために、新米パパ・ママ向
けの「親向けジェンダー教育、ジェン
ダー視点にたった子育ての教育を行い
ます。」の掲載を提案する。 
 

基本施策⑮において、男女共同参画の視点
に立ち、子育て環境の充実化を図るため、安
心して子育てができる切れ目のない支援を進
めてまいります。ご意見につきましては、今
後の施策の参考とさせていただきます。 
 

 

 



 

項目：介護に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

１６ 
基本施策⑯について、近年、男性の介護者

が増えているなか、男性に戸惑いがあるのは、
介護は女性の役割ということが社会の常識と
なっているため、「介護のノウハウを含めた
男性だけの介護教室を行います。」の掲載を
提案する。 

 基本施策⑯において、男女共同参画の視点
に立ち、介護環境の充実化を図るため、誰も
が介護に携わることができるように施策を進
めてまいります。ご意見につきましては、今
後の施策の参考とさせていただきます。 
 

項目：安心して暮らせる生活環境に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

１７ 
入園入学時に文書の配布や口頭で

の説明をするなどをして、生活保護、
就業援助制度などのセーフティネット
について、広く知らせてほしい。 

 

基本施策⑲において、様々な生活上の困難
を抱えている人や困難な状況に置かれている
人に対して、自立支援・経済的支援を進めて
まいります。ご意見につきましては、今後の
施策の参考とさせていただきます。 
 

１８ 
パートナーシップ制度の創設をして

ほしい。 
ご意見につきましては、今後の施策の参考

とさせていただきます。 
 

１９ 
基本施策⑳について、昨今、「性暴

力・性犯罪」の被害に幼児が遭うケー
スがあるため、幼少期からの「性教育」
の実施を提案する。「性教育」は「人
権教育」であり、全ての性は人権と切
り離さず捉えることが人間存在の根本
だと考えている。 

 

ご意見につきましては、今後の施策の参考
とさせていただきます。 
 

 

２０ 
「配偶者暴力相談支援センター」

に、「ワンストップ窓口」の設置をし
てほしい。 

 

 配偶者暴力相談支援センターの設置につき
ましては、「配偶者からの暴力の防止及び被害
者の保護等に関する法律」の改正により努力
義務となっており、今後検討をしていきます。
ご意見については今後の施策の参考とさせて
いただきます。 

２１ 
「配偶者暴力相談支援センター」で

は、市民が繋がり合う拠点としての、
１．自己解放できる場（相談・くつろ
ぎ）、２．自分の力に気づき発揮でき
る場（自己の社会化）、３．男女共同
参画の理念に発信できる場（情報発
信）の機能整備を提案する。 

 

２２ 
加害者は来訪するのを防ぐため、「配

偶者暴力支援相談センター」に代わる
名称を提案する。 

 

 



 

項目：計画の推進に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

２３ 
ＰＤＣＡサイクルを実際に動かし実

質的なものにするために責任部署の明
記を提案する。これを機に機能を全面
的に担う場として、豊川市に「男女共
同参画センター」を設立することを提
案する。 

本計画案の修正はありませんが、計画に位
置付けた事業の進捗状況を把握し、計画の着
実な進行管理をするため、現行計画の下でも
毎年調査を行い、各担当課の評価と計画を公
表しております。本計画案でもＰＤＣＡサイ
クルにのっとり進捗状況の調査を実施してい
きます。 
 
また、「男女共同参画センター」の設立の 

ご意見については今後の施策の参考とさせて
いただきます。 
 

 


